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 ヤマザキマザック㈱　対話型ＣＮＣ装置
「マザトロール　Ｔ－１」 （1981 年）

◆内容◆

１ 年頭挨拶　中部品質管理協会会長　好川純一

２ 2013年度デミング賞を受賞して　㈱アドヴィックス

３ 協会だより（管理者・スタッフ改善事例発表大会　他）

　ヤマザキマザックが1981年に開発した、対話型CNC装置の第1号「マザトロール　T－1」。当時、工作機械の加工プ

ログラムは専門技能を有するプログラマーが作成するのが常識だったが、マザトロールは必要な情報をCNCと対話

するように入力する、いわゆる「対話方式」を採用することでプログラム作成を容易にした。小型旋盤「クイック・

ターン」に搭載して販売され、「専門知識が無くても、誰でも簡単に、しかも熟練工並みの加工プログラムが作成でき

る」として、世界中の部品加工工場に広がった。以後、マザトロールは、機能性、操作性などでさらに進化を続け、現在

は2011年に発表した「マザトロール　マトリックス２」で第六世代に至っている。「マザトロール　Ｔ－1」は、従来か

らの業界常識を覆し、世界のモノづくりの現場に革新をもたらした製品として、マザックの工作機械の開発におい

て新たな歴史を築く原点となっている。
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協会だより

furuyaの品質

　新たな年がスタートした。いわゆるアベノミクス効果で経済が持ち直してきたかのように映る

が、消費税の見直しやＴＰＰ交渉、国際的な緊張など、我が国の持続的な成長にとって、先行き不

透明な状況に変わりはない。一方で具体的な成長戦略が未だ明確になっていないことも、大きな

不安材料となっている。こうした中、昨年12月5日～7日に箱根の小涌園で、日科技連主催「第97回

品質管理シンポジウム」が開かれ、筆者も参加する機会を得た。半世紀にも及ぶ由緒ある会として

年2回（6月と12月）開催されている。今回のテーマは、「ものコトづくり時代の品質と人材育成～ワ

クワク品質と安心品質の両立を支える更なる品質力強化を目指して～」であった。「もの（製品・サ

ービス）は手段であり、ものを通して顧客にとって価値あるコトを提供することが重要」との提言

は、これからの日本の持続的な成長に欠かせない内容といえる。併せて、その実現のための考え方

や有効な道具（ツール）類についても整理・提示された。

ところが、せっかくの有益な提言も、外部への発信という点では疑問が残る。品質管理が成長戦略

に不可欠な道具であることに疑う余地はない。箱根で議論された内容を、一般の方々でもよく理

解できる分かり易い言葉に置き換えて、世の中に発信していくことが関係者に与えられた責務で

はないだろうか。年頭にあたり、多くの企業・組織で“質創造”マネジメント（＝品質管理）が実践さ

れ、日本が持続的に成長していく姿を夢見ている。

[編集後記]　皆様、2014年はどのように年明けされましたでしょうか？株価上昇、東京オリンピ

ック決定等の明るい事柄と、消費税や相続税・所得税増税等のやや先行き不安な事柄が混

在する年となるかと感じますが、「明るい未来を作るのは今、この私たち自身」という気概をも

って、未来の子供達の幸せも考えながら、自律した行動を自らにも課し、周りを巻き込んで前

進してゆきたいと思います。（細）
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品質管理（箱根）シンポジウムに参加して

管理者・スタッフ改善事例発表大会の開催

日　時：２０１４年２月２８日（金）　１０：００～

場　所：刈谷市総合文化センター　小ホール

昨年ベストセラーとなった著者の講演もあります！　ぜひ、ご参加下さい

①当地区企業　管理者・スタッフ改善優良事例６件　発表

②講　　演：日産自動車㈱車両品質推進部　主管　奈良　敢也氏

　　　　　　テーマ「日産自動車で生まれた未然防止手法　Quick　DR」

③特別講演：統計家/元東京大学助教　　　西内　啓氏

　　　　　　テーマ「統計学が最強の学問である」＊昨年ベストセラー本
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